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と き 2016年７月 ９日（土 ） 午 前 ９時 ３０分 ～１１時 ３０分  

 

場 所  立 命 館 大 学 大 阪 いばらきキャンパスＢ棟 ３階  

 コロキウム（Ｂ374） 

 

プログラム 

 １ 季節のガーデニングのツボを押さえる―季節の手入れ 

   ・夏 の乗 りきり方 を中 心 に、季 節 ごとのポイントを伝 えます。 

 

 ２ ウォーターガーデンにチャレンジ 

 ・室 内 でも、バルコニーでも、庭 があればもちろん・・・ 

 どこでも簡単に出来るウォーターガーデンのつくり方、育て方 

 ・ウォーターガーデンに向 いた植 物 の現 物 紹 介  

 

講 師  髙 田  昇  

 都 市 プランナー・ガーデンデザイナー・立 命 館 大 学 客 員 教 授  

 嶋 かずみ（アシスタント） 

 ガーデナー・一 級 造 園 施 工 管 理 技 士  
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映画「フラワーショウ！」に描く 

メアリー・レイノルズの世界 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Dare to be wild 
自然であることを恐れずに 
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１  季節の手入れ 
 

草 木 のライフサイクルは、季 節 の移 り変 わりと共 にあります。そんな草 木 の生 き方 を理 解 し、

守 り、寄 り添 う気 持 ちをもつことで、草 木 を励 ますこと＝手 入 れのコツとなります。 
 

季 節  季 節 の特 徴  手 入 れのポイント 

 
真冬 

年 末 ～２月  

・多 くの植 物 は生 長 を止 める 

・春 に備 え、地 中 では冷 温 とバクテリ

アで土 が再 生 する時 期  

・休眠期は大がかりな剪定も可（落葉樹）

・常緑樹（非耐寒性）の剪定は避ける

・寒 肥 （土 を掘 って肥 料 を埋 める） 

 
早春 

３月 ～４月 初  

・気 温 はまだ低 くても、日 が長 く、光

も強くなり、自然界は生命力に満ちる

・豊 かな土 、春 光 により根 が張 り、新

芽 や蕾 がふくらむ 

・新 芽 の出 る前 に込 み合 った枝 や枯

枝 、病 気 枝 はカット（常 緑 樹 ） 

・春 らしく、庭 のイメージチェンジをす

る絶 好 のタイミング 

 
仲春 

４月 中 頃 ～５月  

・多 くの植 物 が最 も旺 盛 に生 育 する 

・日 差 しがいっそう強 まり、夜 が短 く

なって、芽 吹 き、開 花 を誘 う 

・低木性の花木の剪定は花後すぐ（落葉樹）

・必 要 なところは薬 剤 散 布  

・草 花 の施 肥  

 
初夏 

６月 ～７月 初  

・大 半 が梅 雨 と共 に過 ごす時 期  

・広葉樹の多くが白い花を樹上に付ける

 （ヤマボウシ、ナナカマド、ヨソゴ、 

クチナシなど） 

・伸 びすぎた枝 の刈 り込 み（常 緑 樹 ）

・高 温 多 雨 で、みるみる雑 草 が繁 る

ので、こまめに除 草 を 

・散 水 は雨 の具 合 を見 計 らいながら 

 
真夏 

７月 中 頃 ～８月  

・水 を含 んだ土 、高 温 、長 い日 照 で

多 くの植 物 は日 ごと生 長 する 

・花 木 類 は花 芽 ができる（落 葉 樹 ） 

・花 芽 のできた枝 の剪 定 はさける 

・「水 分 補 給 」に気 を付 け、夕 方 に打

ち水 、葉 水 などの気 配 りを 

・必 要 な植 物 には遮 光 を 

 
初秋 

９月  

・高 温 多 湿 向 きの植 物 から、夜 長 を

好 む植 物 に入 れ替 わっていく季 節  

・真 夏 は半 休 眠 して い た り、 力 を 弱

めていた植物で再生するものが多い

・必 要 なところは薬 剤 散 布  

・ 夏の後半、弱ってきたり、徒長しすぎた 

場 合 は切 り戻 しなどで再 生 の応 援  

・緩 効 性 肥 料 や伸 びすぎた茎 をカッ

トしてサポート 

 
仲秋 

10月～11月中頃 

・ １ 年 で 最 も 落 ち 着 い て 自 然 と 向 き

合 える季 節  

・枝の生長は終わり、花木は花芽を付ける

・剪 定 は軽 く樹 形 を整 える程 度  

・花 期 の長 い１年 草 を長 持 ちさせな

がら耐 寒 性 宿 根 草 の植 え替 え 

 
初冬 

11月 末 ～12月  

・冬 眠 に入 り始 める宿 根 草 、花 芽 を

出 し始 めるクリスマスローズ、ツワブ

キと植 物 の性 質 の違 いがよく表 れる

・球 根 類 （チューリップ、ヒヤシンスな

ど）の根 が生 長 する時  

・草 花 の施 肥  

・タイミングを見 計 らって、宿 根 草 の

地 上 部 の刈 り取 り（半 分 ほど残 すの

も一 手 ） 

１ 

７ 

３ 

４ 

６ 

５ 

２ 

８ 
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  草木の手入れのポイント 

 

「自 然 」と見 える多 くの山 林 であっても、枝 打 、間 伐 、下 伐 などの手 入 れを怠 ると、荒 れ放 題

となり弱 っていきます。ましてや人 工 的 に土 を入 れ、肥 料 を施 し、自 分 たちの好 みの植 物 を取 り

入 れ、年 中 緑 や花 、実 を楽 しみたい・・・そんなガーデンでは、適 切 な手 入 れが欠 かせません。 

ただ、あまり手 を入 れ過 ぎない、刈 り込 んだ「幾 何 学 模 様 」の庭 にはしない「ナチュラルガーデ

ン」をめざす私 たちにとっては、「程 よい手 入 れ」「過 保 護 は避 ける」コツを身 につけることが大 切

となります。 

 

日 常 、 ふ だ ん の 手 入 れ  

数 日 、１ヶ月 という単 位 での手 入 れ。 

草 花 類 （草 本 ）ではこれが欠 かせません。樹 木 （木 本 ）ではあまり

気 にしません。水 やり、花 がら摘 み、（切 り戻 し、除 草 、除 虫 ）、健

康 チェックがその主 なものです。 

 

季 節 、 折 々 の 手 入 れ  

何 ヶ月 、季 節 、年 という単 位 での手 入 れ。 

樹 木 ではこのレベルの手 入 れが主 となります。整 姿 ・剪 定 、施

肥 、除 虫 （薬 剤 散 布 ）がその主 なものです。草 花 では、植 え替

え、補 植 がポイントです。

 

〈植 栽 管 理 年 間 作 業 例 〉  

 ３ 月  ４ 月 ５ 月  ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 10 月 11 月 12 月 １ 月 ２ 月

樹木剪定             

樹木施肥             

薬剤散布             

芝生刈込み             

除草             

草花施肥             

草花補植             

草花手入れ 
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２  夏を涼しく、爽やかに過ごす 

ガーデニング 

 

日 本 の夏 は「高 温 多 湿 」。夏 野 菜 類 をはじめ、ルドベキア、エキナセア、そしてレモングラスや

シマトネリコのように、そんな環 境 が好 みの植 物 も少 なくありませんが、やはり人 間 にとっては少

しでも強 日 の光 も涼 しく感 じ、爽 やかな風 を感 じたいものです。 

寒 さ厳 しい冬 の庭 の赤 い花 や実 にほっとすることがあるように、せっかくガーデニングをしてい

るのだから、「夏 なんて怖 くない」ガーデンの一 角 がほしいですね。 

その工 夫 の一 端 を紹 介 します。 

 

➊クールな「カラーガーデン」 

涼 しさ、爽 やかさを感 じるのは、何 といってもブルー・パープル、そしてホワイトではないでしょう

か。まずそんなカラーガーデンは、間 違 いなくおススメです。 

青 ・紫 系  ·· · · ·  サルビア、ボックセージ、ラベンダーセージ、ロシアンセージ、アガパンサスなど 

白 系  ·· · · · · · · · · ·  カシワバアジサイ、アジサイアナベル、シマトネリコ、ユーフォルビア、 

 ブッドレア（白 ）など 

 

 

 

 

 

 

 

 

➋ツル性 の植 物 で「ウォールガーデン」  

緑 のボリュームアップが何 といっても一 番 効 き目 がありそうです。多 くの葉 そのものが気 候 緩

和 の機 能 をもっているし、見 た目 にも涼 し気 です。そして壁 や塀 の温 度 を下 げる役 割 もはた

してくれる優 れモノ。 

定 番 のアイビー・ワイヤープランツ・プミラの他 、トケイソウ、クレマチス、ジャスミンも花 の色 、香

りで応 援 してくれるし、「日 本 人 の知 恵 」アサガオも欠 かせませんね。 
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➌暑 さを忘 れさせる「エディブルガーデン」 

「エディブルガーデン」は、野 菜 やハーブ、果 物 など食 べられる植 物 を主 体 に植 えられたガー

デンです。「エディブルガーデン」は五 感 を刺 激 し、花 や緑 、実 、香 りを楽 しめる「ヒーリングガ

ーデン」とも言 えます。 

バルコニーでも手 軽 に育 つミニトマトやパセリ、バジル、そして「夏 ハーブ」の主 人 公 とも言 える

レモングラス、レモンバーム、レモンバーベナといった「柑 橘 系 」、キャットミント、オレガノなど色

も涼 し気 なハーブと、使 える植 物 はいっぱいあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➍夏 を楽 しむ「トロピカルガーデン」 

どうしても暑 いことには変 わりないのなら、居 直 って「思 いっきり夏 」を感 じさせる植 物 を取 り入

れて、トロピカルムードの中 でリゾート気 分 を味 わうのも一 手 。効 き目 のある植 物 の例 として・・・

ブーゲンビリア、エキナセア、ノーゼンカズラ、サルスベリなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➎水 と水 草 のある「ウォーターガーデン」  

究 極 の「夏 対 策 」は、やはり「水 」が身 近 にあることでしょう。それも簡 単 にテーブルの上 でも

取 り入 れられることから、庭 に本 格 的 な「せせらぎ」やビオトープをつくることまで、バリエーショ

ンは広 がります。代 表 的 な方 法 として・・・ 

Ａ · · ·  ガラスの器 と水 草 の組 み合 わせ 

Ｂ ·· ·  水 鉢 （陶 製 ）に水 をはって、花 を活 けたり、水 草 を入 れる 

Ｃ ·· ·  庭 に壺 を埋 め込 んで、ハスなど水 草 を入 れる 

Ｄ ·· ·  庭 に小 さな池 を掘 ってウォーターガーデンをつくる 

  

6



(１)涼 しい色  ·· · · · · · · · · · · ·  ブルー・パープル・ホワイトガーデン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)壁 面 ・柵 など「緑 の壁 」を広 げる ·· · · · · · · · · · · · · · ·  アイビー・アサガオ・クレマチス・ツルバラ 
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(３)太 陽 の季 節 を感 じるポイント植 栽  

 ·· · · · · ·  ブーゲンビリア・サルスベリ・ノーゼンカズラ・ 

 エキナセア 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４)暑 さを吹 き飛 ばす「食 欲 」のガーデン（写 真 左 下 ） 

 · · · · · · ·  ミニトマト・バジル・パセリ  

 

 

 

(５)夏 を乗 り切 る強 い味 方    ハーブの仲 間 たち（写 真 右 下 ） 

「立 体 ガーデン」で多 種 類 のハーブを育 てる 

 ·· · · · · · · ·  バジル、イタリアンパセリ、レモングラス、レモンバーム、レモンバーベナ、 

  サラダバーネット、チコリ、ルッコラ、ミント、キャットミント、ラベンダー、カラミンサ 
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３  「水景」の演出 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

➊ ➋ 

➌ ➍

➋

➐

➎ ➏
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➑ ➒ ➓ ⓫

⓬

⓭

⓮

⓯

⓰
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４  ウォーターガーデンへの誘い 

 

 

ガーデニングは「土 のあるところ」ばかりではありません。水 と水 辺 が今 までにない新 しいガー

デニングの世 界 をみせてくれます。水 があることで、変 化 のある環 境 が生 まれ、多 くの植 物 が仲

間 入 りできます。そしてメダカやトンボも・・・・・ 

インテリアの小 さな器 から庭 や広 場 に池 をつくることまで、どこでも、誰 でもウォーターガーデ

ナーになれるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●水 鉢 を使 ったウォーターガーデン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

置 き場 所 は、できるだけ屋 外  

（明 るく、風 通 しのよい屋 内 も可 ） 

足 し水 （状 況 により水 換 え） 

※水 換 えはできるだけ少 量 ずつ 

用 土 ＝荒 木 田 土 （田 んぼの土 ） 

※川 砂 、有 機 肥 料 を混 ぜる場 合 も 
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(１)水辺の五つの世界  
  

遠 くから見 れば、何 の変 哲 もない水 辺 の風 景 。でもそこには思 いもかけず豊 かな植 生 バラン

スが広 がっているのです。場 所 によって生 息 する植 物 の特 徴 はさまざま。水 際 の湿 った場 所 を

好 むもの、水 中 に根 をおろすもの、花 や葉 だけを水 面 に出 すもの、水 面 を漂 うもの、そしてすっ

ぽり水 中 に沈 んでいるものなど、大 きく五 つの世 界 が広 がっています。  
 

湿生植物  水 辺 の湿 地 に育 つ植 物 を湿 生 植 物 と呼 びます。湿 原 には低 い場 所 や高

い場 所 があり、水 辺 の水 位 の変 化 に比 較 的 順 応 しやすいため、抽 水 植 物

との区 別 ができないものもあります。種 類 も多 く、形 や特 性 も変 化 に富 んで

います。また色 とりどりの花 をつけるものも多 いので、寄 せ植 えのアクセントや

複 数 の花 で花 期 を変 えて長 く楽 しむこともできます。  
 

 Ｐｏｉｎｔ   普 通 の花 壇 でも育 ちますが、もともと湿 地 や湿 原 に生 育 する種 類 ですから

抽 水 植 物 と同 じように育 てられます。  
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（シラサギスゲ） 

 

抽水植物  水 辺 の水 深 の浅 い場 所 、湖 沼 や水 田 の土 中 に根 をおろし、茎 や葉 を水 面

から上 に伸 ばすものが多 く、きれいな花 をつけるものや育 てやすいものも多

いので、水 辺 の主 役 にもなります。  
 

 Ｐｏｉｎｔ  根 が水 につかっていれば育 つので、穴 のない鉢 に植 え込 んで庭 やベランダ

に置 いて楽 しむこともできます。市 販 の水 蓮 鉢 の深 さが栽 培 するのに最 適

です。高 さの異 なる抽 水 植 物 グループの寄 せ植 えは初 心 者 向 きです。  
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浮葉植物  浮 葉 植 物 は水 底 に根 を張 り、水 面 にぴったりとはりついたように葉 を浮 か

せる水 草 で、水 中 から生 長 しながら葉 の形 を変 化 させ、水 深 のある場 所 で

も対 応 できるのが特 徴 です。ミズガシラや蓮 など、この仲 間 の花 は色 や形

が美 しく魅 力 的 で、ウォーターガーデンに彩 りと華 やぎを与 えてくれる種 類

が多 いタイプです。  
 

 Ｐｏｉｎｔ  最 も水 深 が必 要 な種 類 ですから、水 をきらさないように管 理 します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14



 

浮遊植物 よく知 られるキンギョソウなどの「浮 き草 」。シダ類 、ミズアオイ科 、などに分

けられます。水 底 に根 をおろさずに水 面 を漂 う浮 遊 植 物 は、いわゆる浮 き

草 。強 い光 があれば増 殖 する丈 夫 な性 質 です。風 に揺 られて水 面 を漂 よ

う姿 には趣 きがあり、夏 の暑 い盛 りには、涼 しさの演 出 にも最 大 の力 を発

揮 します。  
 

 Ｐｏｉｎｔ  水 に浮 かべるだけの簡 単 栽 培 ですから、ガラスや焼 き物 の大 鉢 に入 れて室

内 やベランダでウォーターガーデンを楽 しめます。旺 盛 な繁 殖 力 があり、強

い光 で繁 殖 するのでときどき間 引 きが必 要 ですが、適 度 に水 面 を覆 うので

水 温 の上 昇 抑 止 の役 目 もあります。  
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沈水植物  根 も茎 も水 底 に沈 んでいるものを沈 水 植 物 と呼 びます。完 全 に沈 水 して葉

や茎 が水 面 に出 てきません。ふだんは水 中 で生 活 するタイプの水 草 は、繊

細 で美 しい葉 を持 つものが多 くアクアリウム（水 槽 栽 培 ）でも広 く楽 しまれて

います。  
 

Ｐｏｉｎｔ  ある程 度 の光 があれば水 槽 で楽 しめます。光 が当 たりすぎると水 槽 にコケが

つく場 合 がありますが、タニシや石 巻 貝 などを入 れると食 べてくれます。バイ

カモなど冷 たい流 水 を好 む種 類 は池 や鉢 など止 水 での栽 培 はまず難 しく

夏 越 ししにくいです。他 の沈 水 の仲 間 には通 称 キンギョモと呼 ばれるマツモ、

ハゴロモモ、カボンバなどがあり、水 槽 や深 鉢 の水 底 に植 えつけます。  
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(２)ミニ・ウォーターガーデンのつくり方  
 

水 盆 の鉢 は深 さや大 きさ、形 が目 的 に合 うものを選 びます。実 際 に寄 せ植 えをするときの留

意 点 としては、なるべく広 口 の鉢 を選 び、水 を張 って、ポットごと鉢 に沈 めると管 理 がしやすくな

ります。自 然 の景 観 を思 い浮 かべ、棲 み分 けの性 質 を意 識 してそれぞれの環 境 に合 った水 位

に設 置 します。水 位 調 節 は下 のイラストのように、鉢 などを伏 せて重 ねたり、石 を沈 めてその上

に置 くなどの工 夫 をするとよいでしょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉢 の利 点 を生 かして、軒 先 や玄 関 口 、庭 のポイント的 な位 置 などに、それぞれ種 類 を変 えた

ミニ・ウォーターガーデンを配 置 するのもひとつのアイディア。個 性 的 なスペースづくりに挑 戦 し

てください。  
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(３)ウォータースペースのつくり方  
 

ウォーターガーデニングは本 来 、庭 に池 をつくり水 生 植 物 を育 てるものです。しかし、庭 に穴

を掘 って、コンクリートを流 したり、ビオトープ仕 様 にするだけでなく、水 がたまる容 器 があれば気

軽 につくることができます。材 料 はプラスチックやガラス、焼 き物 などなんでもよいですが、まわり

の景 観 とマッチする素 材 を選 んで、素 敵 なウォータースペースを構 成 します。  

ウォータースペースのつくり方 の３つのパターンをご紹 介 します。  

 
■直接穴を掘るスペースづくり（ビオトープ仕 様） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
■土 に鉢 をそのまま埋め込 むスペースづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■水 鉢 を使 ったスペースづくり 

 
 
 
 
 
 

オープンエアのウォータースペース。 

花 壇 の中 に鉢 を、半 分 は見 えるように埋 め

こ ん だ ウ ォ ー タ ー ガ ー デ ン 。 周 囲 に 植 え た

斑 入 りアプテニア、クロサンドラ、アベリアな

どと見 事 に調 和 している。イラストのように

鉢 を沈 める深 さは、種 類 によってブロックな

どで調 節 するとよい。 

大 き め の 鉢 に苗 ポ ッ トご と 沈 め 、 玉 砂 利

や 浮 き 草 で ポ ッ ト を 隠 す 。 植 物 を 簡 単 に

入 れ替 えられるのが特 徴 。 
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■水 面 を見 せたコーディネート 

いろいろな植 物 の種 類 や数 を増 やして水 面 を隠 してしまわず、水 面 をなるべく見 せるようにし

て、まわりの植 物 の映 り込 みや水 の動 きを楽 しんでください。一 般 の植 物 と水 生 植 物 との不

思 議 なハーモニーを楽 しむことができます。特 に夏 場 、生 育 旺 盛 な浮 遊 植 物 は少 なめに浮

かべておくほうが涼 しそうに見 えます。増 えてきたら適 宜 、整 理 するようにしましょう。  

 

 

■葉 の形 や花 の色 で周 囲の植 物との調 和を 

水 生 植 物 はカラフルな色 彩 の花 がそれほど多 くありません。組 み合 わせは、ふわふわしたウ

ォーターレタス、つるっとしたホテイアオイ、すらっとしたシマフトイなど、葉 の素 材 感 や形 を楽

しんだり、素 朴 な花 を生 かした構 成 が基 本 です。いろいろな葉 ものと、小 花 がたくさん咲 く花

ものとの組 み合 わせは相 性 がよく、互 いによく映 えます。同 じ種 類 を使 うなら、斑 入 りのものを

合 わせたりするとよいでしょう。  

 

 

■水 と害 虫 に注 意  

置 き場 は午 前 から昼 過 ぎまで日 の当 たる場 所 が理 想 です。ただし真 夏 の時 期 は水 が熱 くな

りすぎると植 物 が弱 るので、小 さすぎる容 器 は避 け、西 日 が当 たらないように。  

水 の入 れ替 えは基 本 的 には不 用 です。減 った水 を追 加 するだけで十 分 です。藻 類 が発 生

したり水 が汚 れてきたら掃 除 します。  

注 意 する害 虫 はアブラムシ、ヨトウムシ。こまめにチェックして発 見 したらすぐ駆 除 を。  

 

 

■冬 期 は室 内 管 理 を 

ホテイアオイやウォーターレタスなどの浮 遊 植 物 は、水 を入 れたコンテナなどに浮 かべて日 当

たりのよい窓 辺 に置 くとよいでしょう。冬 のインドアガーデンとして楽 しめます。浮 葉 植 物 のスイ

レンなどは、冬 でも、水 が凍 らないよう注 意 して水 を張 った状 態 にしておきます。パピルスやシ

ュロガヤツリなど抽 水 植 物 や湿 生 植 物 は特 に水 につけておかなくても平 気 です。  

  
 
■室 内 で育 てる場 合 に気 をつけたいこと 

水 生 植 物 の多 くは、夏 の高 温 と日 光 を受 けて成 長 するため、室 内 で育 てる場 合 は、窓 辺 な

どの日 がよく当 たる場 所 に置 くとよいでしょう。水 温 が上 がりすぎないように気 をつけ、時 々は

日 光 に当 てます。枯 れた葉 は取 って腐 らせないようにしましょう。  
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(４)メダカの世界  
 

水 鉢 を使 ったミニ・ウォーターガーデンが出 来 上 がったら、そこにもう一 つの世 界 をくり広 げる

こともおすすめです。  

メダカを育 ててみましょう。虫 対 策 も兼 ねてメダカを入 れると、楽 しさが何 倍 にもなります。  

 

■メダカの飼い方  

水 草 などを入 れてメダカを入 れます。水 は一 ヶ月 に一 回 くらい1/3から半 分 取 替 えましょう。

頻繁にする必要はありません。水質が良さそうなら、減った分だけ加えるやり方でもよいでしょう。 

水 草 、ホテイアオイなどはエアーポンプのかわりになり、水 をきれいにします。産 卵 期 は4月 か

ら10月 で、透 明 でつらなった卵 をぶら下 げて泳 ぎ、水 草 につけていきます。水 温 が20度 くら

いあれば10日 ほどでふ化 し、２、３ヶ月 で成 魚 になります。生 まれたばかりの稚 魚 は親 に食 べ

られてしまうので、しばらく別 の容 器 で飼 育 するか、隠 れ家 の水 草 をたくさん入 れておいてあ

げます。  
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５  「ビオトープ」をつくってみよう！ 
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